
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．総合事業実施後（H28.3.1～）の利用手続き 

① 
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セ
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定
申
請 

認
定
調
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師
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意
見
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要
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介
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予
防
支
援(

介
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サ
ー
ビ
ス
計
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ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
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（
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護
予
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） 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

認定有効期間の開始
．．

年月日 

が H28.3.1 からの 

要支援１・要支援２ 

要介護１～ 

要介護５ 

非該当 

認定有効期間の開始
．．

年月日 

が H28.2.29 までの 

要支援１・要支援２ 

変更なし 

○介護予防サービス 

・介護予防訪問看護、介護予防通所介護 

（～平成２９年２月２８日まで） 

○介護予防サービス 

・介護予防訪問看護 

・介護予防通所リハビリ 

・介護予防居宅療養管理指導  など 

○地域密着型介護予防サービス 

・介護予防小規模多機能型居宅介護 

・介護予防認知症対応型通所介護  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○介護予防・生活支援サービス事業 

・うるま市訪問介護相当サービス 

・うるま市通所介護相当サービス 

○一般介護予防事業 

（※全ての高齢者が利用可） 

・介護予防普及啓発事業 

・地域介護予防活動支援事業 

（ちばらな応援隊養成） 

・地域リハビリテーション活動支援事業 

○その他 

（※全ての高齢者が利用可） 

・住民主体のミニデイサービス 

・介護予防グループ 

予
防
給
付 

総
合
事
業 

総合事業のみ 

予防給付のみ 

一般高齢者 

総合事業 

予防給付 

介
護
長
寿
課 

窓
口
（
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係
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事業対象者 総合事業 

・新規申請 

・更新申請（要介護、要介

護の予防給付サービス

利用（※）） 

※デイサービスと 

ヘルパー以外のサービスも

利用 

 

要支援認定更新申請者

で・・・ 

＊予防通所介護（デイサー

ビス） または 

＊予防訪問介護（ヘルパ

ー）を利用（※）  

※他の介護予防給付なし 

 

基準を満たした場合 

基準に満たない場合 



 利用手続き 
総合事業のみ利用する（予防給付の利用が無い）ケースについては、従来の「介護予防サービス計画」ではなく、新たな総合事業の「介護予防

ケアマネジメント」を実施します。 

 

 

 総合事業実施後（H28.1.1～）の利用手続き   （※図を参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ポイント】 

以下の①～⑤は、上の図中の①～⑤に対応しています。 

⇒ 「有効期間の開始年月日が H28.2.29 までの要支援者」の場合。 

① 総合事業移行期として、次の認定更新・区分変更までは、予防給付として介護予防訪問介護・介護予防通所介護が引

き続き行われます 

ので手続き等に変更はありません。 

 

⇒ 「認定有効期間の開始年月日が H28.3.1 からの要支援者」の場合。 

     ② 予防給付のみ必要な場合⇒「介護予防サービス計画」 

     ③ 予防給付と総合事業が必要な場合⇒「介護予防サービス計画」 

     ④ 総合事業のみ必要な場合⇒「介護予防ケアマネジメント」 

 

⇒ 「H28.3 以降に基本チェックリストにより事業対象者」になった場合。 

     ⑤ 事業対象者が総合事業を必要な場合⇒「介護予防ケアマネジメント」 


